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評価

成果の
検証方法・
「成功」の
基準

成果の検証方法・「成功」の
基準共に明確であり、プロ
ジェクトの目的・概要・年間ス
ケジュールとの整合性も申し
分ない。「プロジェクト」「プロ
ジェクトを通じた学び」共に、
十分な成果を上げられるもの
と予想される。

「いつ何をする」「そのために、
いつまでに何をする」の一部
が不明確であり、年間を通じた
活動の流れが鮮明に把握でき
ない。

プロジェクトの目的ならびに成
果の検証方法・「成功」の基準
との整合性は十分である。し
かし、「いつ」「なにを」「だれ
と」「どうやって」が不明確であ
り、具体的な内容ならびに計
画全体に蓋然性を検討できな
い。

成果の検証方法・「成功」の基
準共に明確である。しかし、プ
ロジェクトの目的・概要・年間ス
ケジュールとの整合性に疑問
が残り、このままでは「プロジェ
クト」「プロジェクトを通じた学
び」共に、十分な成果を上げら
れるか疑問が残る。

「いつ何をする」「そのために、
いつまでに何をする」は明確
である。しかし、それぞれのス
ケジュールの「重みづけ」が不
明確であり、年間を通じた活
動の流れが鮮明に把握できな
い。

プロジェクトの目的ならびに成
果の検証方法・「成功」の基準
との整合性は十分である。ま
た、「いつ」「なにを」「だれと」
「どうやって」が明確に伝わっ
てくる。しかし、計画全体の蓋
然性は不明確である。

プロジェクトの目的ならびに成
果の検証方法・「成功」の基準
との整合性が不十分である。

「いつ何をする」「そのため
に、いつまでに何をする」が
明確であり、それぞれのスケ
ジュールの「重みづけ」も明確
である。年間を通じた活動の
流れが鮮明に把握できる。

年間
スケジュール

プロジェクトの目的ならびに
成果の検証方法・「成功」の
基準との整合性が十分であ
る。「いつ」「なにを」「だれと」
「どうやって」が明確に伝わっ
てくる。計画全体に蓋然性が
高く、今後の順調な展開が予
想される。

プロジェクト
概要

前期末中間報告会　相互評価ルーブリック

成果の検証方法は明確である
が「成功」の基準が不明確で
あり、このまま活動に入ったの
では、「プロジェクト」としては
成功に見えるが、「プロジェクト
を通じた学び」が不明確に
なってしまうと予想される。
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成果の検証方法・「成功」の基
準共に不明確であり、このまま
活動に入ったのでは、活動の
目的・目標を見失うと予想され
る。

「いつ何をする」「そのために、
いつまでに何をする」がいず
れも不明確であり、年間を通じ
た活動の流れが把握できな
い。


